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＊「絶對者のないところに歴史はありえな
い」・・・クリスト教の絶對神による「統一性
と一貫性との意識が人間の生活に歴史を
賦與」したとすれば、ぼくたち日本人が
ヨーロッパに羨望するものこそ、ほかなら
ぬ近代日本における歴史性の欠如以外
のなにものであらうか」 （恆存『近代の宿

命』）。＊「統一性と一貫性」・・・とは、圖に
おける三角圖とC(神・絶對)の不動と言ふ
事。そしてAB 分離線（精神の政治學ライ

ン）の下降（変遷）のみがあつたといふ事
に、その歴史性（統一性と一貫性）の存在
が證明」されてゐると言ふことである。

ルネサンス

１８世紀

１９世紀（近代）：

精神の政治學ラインの最
下降（「神の解體と變形と
抽象化」による）。
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